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　2024年１月に北海道がんセンター・パソロジーセンターが新設され、センター長として着任いた

しました。どうぞよろしくお願いいたします。

　病理診断は、種々の方法で体内から採取された病変組織や細胞そのものの肉眼観察や顕微鏡観察

などによって形態や形質などを詳細に分析し、病変の生物学的性質や広がりを見極め、診断する

ものです。とくにがん診療においては診療・研究の方向性を決定づける最も重要な基盤情報の

一つです。当院においても、従来から病理診断科を中心に臨床検査科のメンバーからなるチーム

が院内の中央診療機能としての病理・細胞診断を担い、また臨床研究の基盤を支えてきたところ

です。まさに、 これらチームメンバーが新たなパソロジーセンターの主たる構成員となります。

　昨今は、病理組織・細胞検体を用いた網羅的かつ精緻な分子マーカーの分析技術やその精度が

飛躍的に進化し、分子標的の同定とこれに基づく新たな薬物治療は、がん診療のシーンを加速的に

変貌させており、多くの疾患領域における臨床研究もその視点なしには進められなくなってきて

います。また内視鏡診断・治療や外科治療対象の層別化や予後予測においても分子マーカー診断

を欠かすことはできません。そこには、適正で効率の良い病理検体の確保、管理に目配りをする

診療科横断的な機能が求められるでしょう。

　また、希少腫瘍をはじめ腫瘍の病理・細胞診断はときとして難解を極め、各専門領域のエキス

パートに助言を求めることが必要な場面が生じます。当院は豊富な症例経験に基づき、とくに専門

性の高い分野においては、道内・道外を問わず院外からの病理診断に関する相談をお受けする役割

を積極的に果たし、情報を発信することも大切ではないでしょうか。

　パソロジーセンターは、これらの背景に鑑み、北海道がんセンター年度目標にもある「臨床研究

のさらなる推進」「北海道のがん対策推進のために各部門の特色を生かし積極的な役割を遂行」を

実現することをめざし、下記のような活動目標を掲げて活動してまいります。

　① 病理診断業務の品質の維持・向上

　　　病理関連部署内あるいは部署間の業務環境整備

　② 臨床研究推進の基盤整備

　　　研究計画相談、病理検体保管・管理・提供、研究発表支援などの充実

　③ 臨床腫瘍学、腫瘍病理診断学に資する教育、人材育成

　④ 院外への診療協力、社会貢献

　　　コンサルテーションサービス、

　　　遠隔診断、 セミナー等企画など

　しばらくは手探りしながらの活動

になると覚悟しています。ご要望ご

意見等があればぜひお寄せください。

目標を見失わないよう、関係職員一

致団結して進めてまいりたいと思い

ますので、皆様のご理解とご支援を

お願い申し上げます。

パソロジーセンターの設立にあたってパソロジーセンターの設立にあたって

パソロジーセンター長  　松 野　吉 宏
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　当院では患者さんに対してより良い治療やケアを学問的に探求する、院内研

究が長年行われております。当院ではこの研究を「課題研究」と呼んでおり、

医師・看護師・薬剤師・放射線技師・リハビリテーション職・ソーシャルワー

カーほかメディカルスタッフ全職種で進めてきました。

　研究成果は院内課題研究発表会の開催を通して、毎年2019年まで公表され

てきましたが、コロナ禍の影響で中止となっておりました。このたびコロナが

５類感染症となったことを契機に、５年ぶりに開催が復活しました。

　多くの方が参加しやすく、かつ研究活動への歓びが得られるよう、今回の発

表会は2024年２月６日から８日までの３日間（各１時間余）、ポスター発表形式

による分散開催としました。

臨床研究部長

横内  浩

　研究に造詣の深い医師・看護師の座長の元、合

計20演題が発表され、国内学会のポスター会場

よりも人が多いのでは？という良い雰囲気の中で

熱い議論を交わすことができました。また３日間

の発表後は、新病院施設のシンボルである空中回

廊（職員以外の方は入ることができません。ご理

解いただけますと幸いです）で２週間ほど展示を

行い、発表内容の院内周知や臨床研究に対する全

職員への興味喚起を行うことができました。

　道内唯一の都道府県がん診療連携拠点病院で

ある当院は、豊富ながん診療実績を有しております。その実績をもとに進められる研究を通して、

患者さん皆様に少しでも貢献できるよう、引き続き職員一同努力して参ります。

院内課題研究発表会を5年ぶりに開催しました

北海道がんセンター通信　　　第65号9



　私が当院に赴任したのは、平成17年でした。当院は元々国立札幌病院と
して、永らく札幌の総合病院の代表格のひとつでした。それが独立法人化に
伴い、平成16年に現在のがんセンターに改称され、がん専門病院として大きく
舵を切ったところでした。
　私自身も前任地および米国留学先で、17年に渡り婦人科悪性腫瘍の研究に
従事してきましたので、これから婦人科がんと闘っていこうと意欲満々で転勤
してきたのを覚えています。また、世の中的にも、がん対策基本法が平成18年

に制定され、21年に当院が都道府県がん診療拠点病院に指定されたことなどにより、北海道がんセン
ターをより高度ながん診療病院として発展させようという気運が職員皆に溢れて、現在に至るまで
努力が続いてきたのだと思います。
　この間、分子標的薬や免疫チェックポイント阻害剤など、従来にはない新しい抗がん薬が輩出し、
内視鏡・ロボット手術が大きく進歩し、日常の技術となるなど医学的に大きな進歩があり、当院の
診療もこの流れに乗り、発展したと思います。また、 がん対策基本計画に従い、緩和、感染、リハビリ、
栄養サポート、褥瘡など多くのチーム医療にも格段の進歩が見られました。このような背景の中、
私自身も思う存分新しい婦人科がんの治療にチャレンジができ、大変幸せで楽しい19年間でした。
また、副院長・院長として当院がどんどん発展していく姿を見守ってこられたのも幸甚でした。
　職員の皆様、そして当院を信頼して治療を受けられた患者の皆様にも感謝して、筆を置きたいと
思います。

定年退官にあたって
北海道がんセンター  院長  　加 藤　秀 則

　この度３月末をもって定年退職を迎えることとなりました。最後の１年間
は看護師の勤務環境改善のため２交代制勤務の試行・業務改善、看護部研修
見直し、電カル更改などに取り組み少しは病院に貢献できたのかなと思って
おります。
　私は、昭和60年に国立療養所道北病院（現 旭川医療センター）に入職、その
後附属の看護学校で教員として勤務、臨床に戻ったのちは看護師長・副看護
部長・看護部長として勤務してきました。

　看護師のスタートは呼吸器内科で肺がん・COPDの患者さんが主で、死と向き合う厳しさ、治療を
受ける患者、息苦しさ・疼痛に苦しむ患者さんへの看護が私の原点となっています。看護教員の
喜びは、さまざまな施設で卒業生が活躍している姿を知ることです。管理者としては「人を大切にする」
を信条として新人・スタッフ・看護師長の成長、良い病棟・病院づくりにと意識してきました。その中
で多くの信頼を寄せる方々に出会い、共に学び楽しく勤務ができ恵まれた環境でした。
　今は、多くの方の支えによって今の自分があり職務を遂行できたのだと感謝の気持ちでいっぱい
です。本当にありがとうございました。
　最後に北海道がんセンターの益々のご発展と皆さまのご活躍を祈念いたしております。

定年を迎えて
看護部長  　工 藤　千 恵
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　北海道がんセンターより皆様にご案内です。

　毎年発行している 「北海道がんサポートハンドブック」 

の2024年度版が完成しました。

　がんと診断された患者さん、 ご家族が活用できる

相談窓口の紹介の他、 様々な情報を掲載しております。

　がん診療連携拠点病院、 北海道がん診療連携指定

病院に配布しているほか、北海道のホームページ

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kth/kak/gan_

　　support1.html）からも閲覧、 ダウンロード

　　　　  できますのでご確認ください。

　当院では現在４つのサロンを開催しております。

 ひだまりサロン（がん患者の方､ ご家族の方、支援者どなたでも） 第２水曜10：00～

 乳がんサロン（乳がん体験者の方） 第３木曜13：30～

 卵巣がんサロン（卵巣がん体験者の方） 第３火曜13：30～

 ピアーズサロン（AYA世代にがんを体験された方、がん種は問わず） 第２金曜14：00～

 HBOCサロン（遺伝性乳がん・卵巣がん患者の方） 第４金曜13：30～

　※HBOCとは… 乳がんや卵巣がんなどになりやすい体質を指します。BRCA1、BRCA2遺伝子に、がんとの

関連が強い変化（病的バリアント）があるとHBOCと診断されます。

　このコロナ禍の中で集合しての開催ができなかった期間も長かったですが、昨年７月より対面で

のサロンが復活いたしました。

　ひだまりサロン以外は、ハイブリット開催（ZOOMでのオンライン参加も可）となっています。

　がんと診断されひとりで抱え込むことのないように、同じ仲間を見つけるひとつの手段として

サロンを是非利用してください。

　各サロンには、ピアサポーターが常駐していますので、安心して参加ください。

北海道がんセンター内の

　　　をご紹介します

がん患者さんのための地域の療養情報

北海道がんサポート
ハンドブック

2024年

患者
必携
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●患者さんの権利
1. 人格が尊重され、 良質な医療を平等に受ける権利があります。 
2.  十分な説明を受け、 自分が受けている医療について知る権利があり

ます。 
3. 判断に必要な医学的な情報が提供される権利があります。
4. セカンドオピニオン制度を利用する権利があります。
5. 自らの意思で、 医療に同意し、 選択し、 決定する権利があります。 
6. 個人のプライバシーが守られる権利があります。

●患者さんの責務
1.  良質な医療を実現するため、 医師等に患者さん自身に関する情報を

正確に提供してください。 
2.  納得出来る医療を受けるため、 良く理解出来なかった説明について

は、 理解出来るまで質問してください。 
3.  他の患者さんの医療及び職員の業務に支障を与えないようにご配慮

下さい。

●患者さんへのお願い
院内の取り決めを守り、 病院職員と協同して医療に参加、 協力すること
をお願いします。

●子どもの権利宣言
北海道がんセンターは、小児診療を行う場合に、『子どもの権利条約』を守り、
未来ある子どもたちのすこやかな成長発達を支援するため、次の権利があるこ
とを宜言します。
1. 適切な環境で医療を受ける権利
　 子どもは、安心できる環境のもと、おもいやりのある最良の医療を受ける権利

があります。
2. 適切な情報提供を受ける権利
　 子どもとその家族は、医療行為を受けるにあたり年齢や理解度に応じた十分

な説明と情報提供を受ける権利があります。
3. 医療に参加する権利
　 子どもとその家族は、医療について自由に意見し自ら医療を選択あるいは拒否

する権利があります。
4. 医療を選択する権利
　 子どもとその家族は、担当医以外の医師の考え（セカンドオピニオン）を

求める権利があります。
5. 医療を知る権利
　子どもとその家族は、自己の診療録の開示を求める権利があります。
6. 個人情報保護を受ける権利
　 子どもとその家族は、いつでもプライバシーが守られ、個人情報を保護され

る権利があります。院内の取り決めを守り、病院職員と協同して医療に参加、
協力することをお願いします。

 ４大がん検診
・腹部エコーにより肝臓を中心に観察
・胃内視鏡（胃カメラ）による上部消化管検診
・便潜血反応による大腸がんスクリーニング
・低線量CTによる肺がん検診
　毎週水曜日　①14：00　②14：20　③14：40
　毎週木曜日　①14：00　②14：20　③14：40

 腹部３大がん検診
・腹部エコーにより肝臓を中心に観察
・胃内視鏡（胃カメラ）による上部消化管検診
・便潜血反応による大腸がんスクリーニング
　毎週水曜日　①14：00　②14：20　③14：40
　毎週木曜日　①14：00　②14：20　③14：40

 低線量肺がんCT検診
一般的な肺CTよりも少ない被ばくでCTが受けられます。 
　毎週 水曜日・木曜日　①12：00　②15：00

 乳がん検診
マンモグラフィによる検診
（エコーなどのオプションもあります） 
　毎週 金曜日　14：30

 婦人科がん検診
子宮頸がん・子宮体がん検診
 （エコーなどのオプションもあります） 
　毎週月曜日　10：30～
　毎週火曜日～金曜日　①13：30　②14：00　③14：30

 前立腺がんのPSA検診
採血後２時間以内に泌尿器科医師より結果とその後の指示を
受けられます。 
　完全予約制／木曜日　11：00　

 大腸がん検診
当院では予約日に消化器内科医師より直接検診結果を聞くこ
とができます。 
　完全予約制／月曜日　11：00～　
　　　　　　　火曜日～金曜日　14：00～

 胃がん内視鏡検診 

専門的な知識と技術を備えたスタッフが対応させていただきます｡ 
　完全予約制／毎週金曜日　①9：00　②9：20　③9：50

 PET検診
全身を一度に調べることができます。 
　平日／月曜日～金曜日　10：30

北海道がんセンター がん検診のご案内
完 全

予約制

予約受付センターの受付時間：毎週 月曜日～金曜日 ／ 電話による予約 13:00～16:00 ／ 窓口による予約 9:00～16:00


